
◎ ＰＣＢ廃棄物の処理状況について

◎ 大阪市PCB廃棄物処理事業監視会議の開催について

◎ 周辺環境モニタリング及び排出源モニタリングの結果について
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　平成２４年９月３０日現在

処理実績（登録台数比） ※ 廃棄物個体完了ベース 処理状況

対象物 近畿２府４県 大阪市 

トランス類 １，７７５台（５４％） ９３９台（７２％）

コンデンサ類 ３３，６０１台（５１％） １０，６６５台（８８％）

ＰＣＢ油類 ５４９本（３９％） ２５４本（６９％）

 

８月３０日、此花会館において第１９回大阪市PCB廃棄物処理事業監視会議（主催 大阪

市、座長　上野　仁　摂南大学教授）が開催されました。

弊社から①「大阪PCB廃棄物処理事業の操業状況」について説明を行い、各委員から運転廃

棄物を保管している外部倉庫の管理や３月の小火災について貴重な意見をいただきました。大

阪市から②「環境モニタリング調査結果」について特に問題がないことの報告がありました。

環境省からは③「PCB廃棄物適正処理推進に関する検討状況」について検討委員会の議論をま

当施設周辺の大気中のPCB、ダイオキシン類の濃度を、事業所敷地内及び事業所南側におい

て毎年４回測定していますが、本年度の春（５月１０日～５月１７日）と夏（８月２日～８月

９日）の測定結果はいずれも環境基準値等を達成していました。

とめた報告書の説明があり、弊社からは「大阪

事業所の処理の見通し」について報告を行いま

した。委員からは、PCB廃棄物については効率

よく安全を保ちながら適正に処理を進めるこ

と、また、処理期限の見直し等には地元地域へ

の特に丁寧な説明を求める意見がありました。

大阪市からも地元の方々への十分な説明をさせ

ていただきご了解を得たうえで、処理期限は最

小限の見直しとし、環境省の処理基本計画に基

づき処理計画を作成していきたいとの意見があ

りました。

※昨年度は、大型のＰＣＢ
　廃棄物は分割された部材
　の延べ数を集計しており
　ましたが、本年度は分割
　前の台数を集計していま
　す。

施設からの排気、排水について本年6月に外部分析機関により測定を行った結果も、ＰＣ

Ｂ、ダイオキシン類等は全て自主管理目標値等を達成していました。

敷地内 周 辺 
項   目 

春 夏 春 夏 

環境基 

準値等 

ＰＣＢ         (μg /m3) 0.00040 0.00063 0.00023 0.00027 0.5 

ダイオキシン類 (pg-TEQ/m3) 0.026 0.0096 0.025 0.0084 0.6 
 



◎ 緊急時対応訓練の実施について

◎ 施設見学の状況について

緊急時対応訓練は年間のテーマを決めて毎月実施しています。本年度のテーマは夜間・休日

にＰＣＢが漏洩したことを想定し、適切に対処することを目的として行っています。７月２６

日には、西棟１階のトランス解体室でトランス解体作業中にＰＣＢの漏洩を想定して、中央制

御室への連絡、関係者への周知及び漏洩処置の訓練を行いました。

　当施設への見学者は平成２４年９月３０日

現在で８，５５６名（１，１４９団体）と

なっています。

　７月から９月の主な見学は以下のとおりで

した。

　７月　４日　此花消防署（４名）

　７月１８日　マレーシアの大学・企業の

　　　　　　　調査団（８名）

　９月２８日　大学工学部の教員と学生さ

　　　　　　　ん（５６名）

【発　行】　日本環境安全事業株式会社　大阪事業所
　　　　　　総務課／安全対策課／運転管理課  ０６－６４６８－０５７５
　　　　　　営業課（弁天事務所）                 ０６－６５７５－５５７５
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舞子（まいこ）　☆大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設見学方法☆

　 弊社のホームページを参照または総務課へご連絡下さい。

　・自由見学・西棟１階情報公開ルーム（月～金曜日の午前１０時から午後４時まで）

　・予約見学・西棟１階情報公開ルーム、見学者ホールなど

　　　　　　　毎週火、木曜日（午前１０時から・午後２時から）

　【問い合わせ】　日本環境安全事業（株）大阪事業所
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漏洩想定現場の除染作業 現場から中央制御室への報告記録


